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徳島地域における低炭素化の推
進について
（自然エネルギーの恵みで地域づくり）



￥

3年間の地域主導型の経験H23からH25

佐那河内村
も協議会の
構成員

※環境省 地域主導型再生可能エネルギー事業化検討委託業務で実施



一般社団法人が目指していること
（ ビジョンは何か？ ）

持続可能な地域づくり
地域の持つエネルギーを地域で開発し、利用し、

地域の人々が利益を享受できるようにコーディネー
トする。

①生活を守ることと同時に、化石燃料の削減、脱温
暖化（低炭素型）というアプローチを行う。

②地域住民が主体になるという地域ガバナンスの原
点に地域をもどす。

③コミュニティの安心・安全をつくり、価値を高め、物
質的豊かさから精神的豊かさ、満足度をつくる。



事例１風力発電：村風車(建設予定）について

徳島市に隣接する2,700人933世
帯面積42平方kmの村

南側稜線部に大川原ウインド
ファームがある。

1,300kW×
15基

19.5MW

現在
進行形



村風車に至るまでについて
• 既存のウインドファームが村経済に思ったほど恩恵を与えて
いない。( 税収や借地料も僅か )

• 地域のエネルギーを自分たちが力を合わせて開発し、地域
の収益をはかれないだろうか。

風車に風況の良い間隙が存在した

• 既存風車の建設時、村有の天文観察施設があり、一部観察視
野に入るとのことで、村の要望で、相当離隔距離をおいた箇所
が存在した。



村風車建設予定地（1～5
号風車方向を望む）

村風車建設予定地（6～9号風車方
向を望む）

5号機と6号機の間の村有地が大きくあいている

シミュレーションの結果、風況も良好、予想発電量も
優秀であった。出力2,000kW



めざす姿
①地域資源をもつ地元へ、収益を地元が得る風車
②電気代がゼロの村づくりの原資にする。
③住民広域参加の風車を徳島でつくる。

直接経済効果 21億円(20年)
CO2億円 年1200トン



↑ 総括パンフレット

↓ 事業実例パンフレットッ

事例２太陽光発電：地域（全部）還元型ソーラー

寄付金1万円

１ お礼特産物5年5回
寄付金相当額まで

２ 地域支援 14年
事業収益全額まで

←
総括パンフレット」



第1号佐那河内みつばちソーラー発電所(100kW)

H26.3.26発電開始

現在３２２口集まる。
（2月19日第1回産品協議開始）
寄付内訳 村内７人 県内２５４人 県外６１人
産品の相互交換も検討中。（海→山 山→海）



ご寄付あり
がとうござい
ました。

直接経済効果 8,500万円(20年)
CO2削減 年50トン



コミュニティ・ハッピーソーラーの普及拡充

県内5箇所で実施予定。（４箇所1.2M稼働済
み）



第2号 海のソ－ラー牟岐
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旧小学校屋上 40kW 町有未利地 48kW

〇水産物でお礼を
1口1万円 年1回 かつお節、水産加工品等

5年に2回 あおりいか、れんこ鯛など
5年に１回 ブリ、伊勢エビ、帆布バッグ

直接経済効果 9,000万円(20年)
CO2削減 年45トン



第3号 ゆずの里発電所（500kW)



建設地

谷間の山間部にも適地があった

直接経済効果 4.5億円(20年)
CO2削減 年250トン



第3号 鳴門商工業応援ソーラー

• 鳴門商工会議所を事業主体に、商工業を直
接応援するソーラーを、市有地に建設（寄付金
スキームはとらない）

• 2カ所 ①鳴門衛生センター 300kW

②牛屋島ソーラー 680kW
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直接経済効果 8億円(20年)
CO2削減 年500トン



第2号 コミュニティ・ハッピーソーラー鳴門

161万円の寄付で2回送る → ふるさと納税と同じ商品を選択式で

NEW



（WWFジャパンら4団体の共同プロジェクト）
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①地域の理解醸成
②貴重な自然環境の抽出
③適切な箇所のゾーニング
④地域での再エネづくり

「地域の自然エネルギー地図」
をつくって再エネを地域主導でつくっていく。

・鳴門市
・WWFジャパン
・県温対センタ－（NPO)
・徳島地域エネルギー



同時にコンソーシアムを創設
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１MWではどのくらいか？

※無断転載禁止



１MWになると規模の利益が大

①20年間収益 ２．２３億

②借地料 4,500万

③税金に １．２５億

④地域金融に 2,500万円

⑤電気施設管理に 7,400万円

工事費は

3億円

他に工事の地元発注を入れれば、20年間で

約８億円
の地域への直接利益がある。

Co2削減
年500トン



事例３小水力発電：稼働率が極高い小水力

旧府能発電所跡地 → 農業用水利用のもの

新府能小水力村営発電所
(45kW）を建設
H24 調査事業
H26 設計事業
H27 建設事業

・電力を村の集落排水事業等の
電気代に利用する。

・１段目高低差150m
更に2段目（158m)で発電が可能

経済効果 １.4億円(20年)建設費 6,000万円
定格出力 45kW



今年9月30日竣工
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村だけで年間8億円の燃料等が
地域外に出て行く。
→これを、内部で回す

目指す地域の姿



事例4木質バイオマス熱：地域主導設置

乾燥チップボイラー 50kW×２台
当法人支援で民間病院（吉野川市）に地元技術で導入。

Co2削減 年75トン

地元企業がヨーロッパで
設置研修を受け、独力で
導入。フル燃焼でも煙は全く出な

い。



大型ボイラーコーディネート中

• 何でも燃える（バーク樹皮対象）

• 高知県（はるのの湯、須崎）
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岩手県遠野プロジェクトを支援

（オ）KWB社、120kW×２ チップボイラー設置を技術
支援
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木質バイオマスエネル
ギーを活用したモデル
地域づくり推進事業(林
野庁）

吉野川市の設置経験を聞
き応援依頼があったため。
・設置工事アドバイス
・マニュアル作成等助言



（GPP）佐那河内村で木質バイオマス地域熱供給を策定
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①役場
②小中学校
③JA
④特養（社会福祉法人）
⑤JA集荷場
⑥保育所
⑦近接する農業用ハウス

ハウスでなんでもできる ほ場 づくり

経済効果5.6億（20年）



木質バイオマスはCO2削減対策にとっても有
効(燃油高騰安定化・・今はちょっと安いが)
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消えた農産物対策

燃油高騰のため特産物がどんどん消えていく
（本県では昨年加温スダチ、加温ゆず、温室バラ、胡蝶蘭などがすでに消える）

灯油・重油温風機
（Nepon他）

木質ペレット温風機

転換
CO2削減
安定化

地元資源利
用
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地域主導型

外部主導型

協働型

【 誘致型 】

【 参画型 】

【 参画型 】

利益割合 地域内

地
域
の
意
欲

強
い

地域主導型事業の拡大

①コミュニティー一体型
②農業経営等一体型

目指す姿は
〇地域の合意形成
〇人材の育成
〇資金調達の円滑化
が必要

地域が一部出資

再生可能エネルギーで地域の自立を支援する。



再生可能エネルギーは地域の問題解
決の決定打となり得る
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再生可能エネルギーのマッチングと事業化

問題解決への取り組み

超過疎
労働力
不足

働く場
が無い

結婚相
手不足

石油代
負担重
い

資金が
無い

振興策
手詰ま
り

森林荒
廃

資源の
枯渇

買い物
ができ
ない



徳島地域エネルギー事業規模

民間太陽光コーディネート
１５MW

コミュニティハッピーソーラー
1.7MW

自社ソーラー 800kW

木質バイオマスコーディネート 340kW


